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－ あとがき － 

 

坂崎 則子 

 2022 年度博士課程の学生は４名（作曲専攻の 1 名は休学）、ヴァイオリン、ピアノ、フ

ルート専攻の学生が参加し、今年度は「音楽演奏を考える」というテーマが設定されました。 

  

 村田 千尋先生のガイダンスがあり、1「『創作』、と『演奏』、『聴取』の三層構造から考え

る」、2「『即興性』と『演奏しない演奏』の問題を巡って」という基調報告に引き続き、参

加された先生方、学生たちが順次発表を行いました。 

さらに今年度は、外部の先生お二人をお招きしての特別講演がありました。 

 

嶋根 淑子先生（6 月 9 日）アレクサンダーテクニック「身体の中の意識」 

泉谷 地春先生（6 月 16 日）4 スタンス理論「演奏」する身体とその特性 

 

学生達が演奏専攻であるので、それぞれの「身体と演奏との密接な関わり」が具体的、かつ

理論的に解されたこれらの講演は、大変貴重なものでした。 

 

今年度参加された先生方も、テーマに即してご自分の専門の立場から発表されました。学

生達の発表は何度かに渡って行われ、毎回活発な質疑応答が交わされました。内容は広範囲

に及び、学生達にとって大きな刺激となると同時に、各自の論文執筆にも大いに参考になる

でしょう。 

福田 麻子 演奏者が聴き手に伝えるものは何か 

内崎 章太 ベートーヴェンが用いた漸次的強弱変化の指示の意図 

李 子喬（リ コキョウ）モーツァルトのフルート協奏曲のためのタファネルのカデンツァ 

 

今年度のテーマは、楽器専攻生にとっては自分の専攻楽器や、自身の音楽観に引き寄せて考

察し、自らの演奏にも寄与し得るテーマでした。福田発表は演奏者が聴き手に何を伝えるの

か、それを言葉によって表そうとするもので、普段演奏する中で表現するものを、敢えて距

離をとって言葉で伝えようとしていました。最終的にはどうしても言葉では表出し得ない

ものが出てきてしまいますが、それを何とか表そうとする、そのことこそが得難い成果でし

た。 

内崎発表はベートーヴェンのピアノ・ソナタにおける漸次的強弱変化指示を吟味し、ベー

トーヴェンの意図を改めて読み取ろうとしたものでした。楽譜においてそれぞれの指示が



置かれている状況や、他の諸要素も含めた包括的な見解が、さらに検討されていくことが期

待されます。 

リの発表はモーツァルトのフルート協奏曲第 1 番ト長調（KV313/285c）のためのタファ

ネルのカデンツァについての研究。副題にあげられている「モーツァルトの原曲の要素を、

タファネルはいかに活用したのか」という点について、分析方法や考察にまだ工夫の余地が

あることを指摘され、分析途上のようです。演奏の中で色々と考察している段階のようです

が、分析法や言語表現の点で苦心しているようです。 

 

 博士課程が始まった当初は共同研究も A と B に分かれており、演奏面からの考察と、理

論的な考察という 2 つの方向性がありましたが、現在は学生数が少ないのでひとつにまと

められています。博士論文を書くためには、どうしても自らの中の考えを文章で書く訓練を

しなければならず、最初は戸惑う学生もいるようです。それでも仲間たちや先生方の発表を

聞いていくうちに、次第に自らの演奏に引き寄せて考察し、興味深い内容の発表ができるよ

うになっていきます。この時間は学生と教員とが同じフロアで毎回毎のテーマについて意

見を交わす貴重な時間となっていて、今年度も学生達の成長の姿を見守ることが出来たの

は実に喜ばしいことでした。 


